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はじめに

このドキュメントでは、Oracle DIVAdirector Release 5.3 を正しく操作するための詳しい手順
を示し、システム機能の基本を理解できるようにします。

対象読者

このドキュメントでは、Oracle DIVAdirector システムの日常的な操作手順について説明しま
す。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web
サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照し
てください。

Oracle Support へのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを
提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?
ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。

関連ドキュメント

詳細は、『Oracle DIVAdirector リリースノート』および『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』
を参照してください。

表記規則

このドキュメントでは、次のテキスト表記規則を使用しています。

表記規則 意味

太字 太字は、アクションに関連付けられたグラフィカルユーザーインタフェースの要素、また
はテキストや用語集で定義される用語を示します。

斜体 斜体は、マニュアルタイトル、強調、または特定の値を指定するプレースホルダ変数を
示します。

モノスペース モノスペースは、段落内のコマンド、URL、例のコード、画面に表示されるテキスト、また
はユーザーが入力するテキストを示します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
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1 
第1章 概要

Oracle DIVAdirector は、既存の Oracle DIVArchive システムを操作するためのツールで
す。ユーザーインタフェース (UI) は、Web ブラウザを介して GUI として提供されます。

1.1. システムの概要

DIVAdirector は、DIVArchive ユーザーにマルチ組織、マルチグループ、マルチユーザー、お
よびマルチタスク対応の環境を提供します。使用可能なあらゆるメタデータフィールドを検索
してコンテンツを特定できる強力なツールを備えています。ユーザーは、組み込みのメディア
プレーヤーを使用してコンテンツを表示し、プレーヤーのコントロールを使用して検索するフ
レームを正確に見つけることができます。コンテンツが見つかったら、復元するフル解像度の
ビデオをスケジュールしたり、ショットリストを作成したり、コンテンツを編集アプリケーション
や DIVArchive の定義されたソースまたは宛先に送信したりできます。

1.2. ユーザーインタフェースについて

DIVAdirector の UI 画面は、次の要素で構成されます。

バナー
画面の上部にロゴ、基本検索ボックス、およびログイン情報が表示されます。
ナビゲーションメニュー
次の項目を含む画面左側のパネルバーで構成されます。

Queries
クエリーを作成、実行、表示、および保存できます。クエリーには、基本クエリー (単一
キーワード検索) と拡張クエリー (単一キーワード検索に加えて最大 5 個のフィール
ドに検索条件を指定可能) があります。
Work Bins
作業ビンを使用して、多くのビデオクリップを 1 か所にまとめます。
Shot Lists
ショットリストで、ビデオクリップのリストを作成、表示、編集します。
Assets
DIVArchive 操作に関係するオプションのリストが表示されます。
Admin
(軽微な) 管理タスクを実行できます。
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メインコンテンツ領域
メインコンテンツ領域は、画面の大部分を占めています。画面左側のナビゲーションツ
リーで選択した項目に基づいて情報が表示されます。

1.3. DIVAdirector Web インタフェースへの接続

DIVAdirector に接続するには、次の手順に従います。

1. Web ブラウザを開きます。

2. ブラウザ上部のアドレスフィールドに、インストールされた DIVAdirector の Web アドレス
を入力します。

注記:

通常、DIVAdirector の Web アドレスはサーバーの IP アドレス (http://192.168.15.10 など) ですが、
システムの構成方法によってはポート番号を含める必要がある場合もあります (http://192.168.15
.10:8080 など)。接続に使用する正しい IP アドレスとポート番号 (必要な場合) については、システ
ム管理者に確認してください。

3. Enter キーを押して DIVAdirector Web インタフェースに接続します。

4. 割り当てられているユーザー名とパスワードを使用して DIVAdirector にログインします。

5. これで、GUI を介して DIVAdirector を使用し始めることができます。
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2 
第2章 オブジェクト指向の機能

以降のセクションでは、DIVAdirector Release 5.3 で使用可能な機能について詳しく説明し
ます。

2.1. クエリー

クエリーは、DIVArchive 内の特定のオブジェクト (ビデオクリップなど) を検索するために使
用する事前定義された検索条件のコレクションです。クエリーはクエリーの列と演算子をオ
ブジェクトの属性と比較する一連の条件に基づいており、検索条件を満たすオブジェクトの
みが表示されます。検索結果を表示するときは、オブジェクト名でソートされます (デフォル
ト)。デフォルトのソート順序は、(システム管理者が) ナビゲーションメニューの「Admin」画
面の「System/Defaults」ナビゲーションツリーノードで変更できます。

2.1.1. 「Queries」ナビゲーションツリー

クエリーは、ナビゲーションツリーの「Queries」セクションに表示されます。「Queries」ナビ
ゲーションツリーは、次のような階層構造になっています。

• 組織

◦ 組織単位のパブリッククエリー

◦ グループ

› グループ単位のパブリッククエリー

› ユーザー

▫ プライベートクエリー

▫ 直近のクエリー
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クエリーには次の 3 つのアクセスレベルがあります。

プライベート
自分だけが表示および操作できるプライベートクエリーを作成します。これらは、関連
する可視性アクセス権に応じてほかのユーザーにも表示されます。システム管理者は、
「Admin」、「Groups」画面の「Visibility」タブで可視性を制御します。
パブリック
クエリーをパブリックにするには、プライベートクエリーを「Public Queries」フォルダにド
ラッグします。パブリッククエリーは、パブリックフォルダにアクセスできるすべてのユー
ザーが表示および使用できます。パブリックフォルダは組織単位またはグループ単位に
することができますが、これらのフォルダへのアクセスは可視性権限によって制御されま
す。
直近
これらのクエリーは直近で使用されたものであり、過去 10 日間のみが表示されます。

「Private Queries」フォルダ内のクエリーは、独自のクエリーフォルダにグループ化でき、クエ
リー自体と同じレベルで「Private Queries」に表示されます。ほかのクエリーフォルダ内で入
れ子にすることもできます。組織とグループに対しては、関連する可視性権限がその組織に
指定されている場合にのみ、クエリー結果が表示されます。ログインしたユーザーがほかの
ユーザーを表示できるかどうかを決定する可視性権限は、ほかのユーザーのクエリーを表示
できることとは異なります。

「Queries」ナビゲーションツリー内の項目には、子ノードの数を示す括弧付きの数値が接尾
辞として付くことがあります。たとえば、(4) という接尾辞が付いたプライベートノードは、子
ノードの合計数が 4 であることを示しています。子ノードの数には、クエリーとクエリーフォル
ダの両方が含まれています。
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2.1.2. クエリーのタイプ

DIVAdirector では、2 種類のクエリーを実行できます。

アドホック
アドホッククエリーは 1 回だけ実行され、「Search」フィールドに検索条件を入力して
「Search」をクリックするとただちに実行されます。実行された各クエリーは、画面左側の
「Queries」ナビゲーションツリーに表示される直近のクエリーのリストに追加されます。
保存済み
これらは、システムに保存されている事前定義のクエリーです。これにより、ユーザーは
以前の結果に簡単にアクセスしたり、検索条件を再入力せずにクエリーを再実行したり
できます。パブリック、プライベート、直近のどのクエリーも保存できます。

2.1.3. 基本検索

基本検索では、Postgres の全文検索エンジンを利用します。全文検索は、文字列照合によ
るテキスト検索と比べて基本的な機能に違いがあります。クエリー文字列の語句が語彙素に
変換され、事前にフォーマットされたインデックス付きテーブルで検索されます。

語彙素は、ある言語の意味のある言語単位として定義されます。1 つまたは複数の単語で構
成され、形態または意味によって関連付けられた単語群に適用されます。

語彙素は言語ごとに異なります。検索の計算時に使用する言語は、「Admin」、「System」、
「Defaults」ページで変更できます。メタデータ内の言語の再計算は網羅性の高いデータ
ベース操作であり、完了までに (平均で) 8 時間以上かかる可能性があります。

検索を実行すると、語彙素の語幹が一連の類似の語彙素として抽出され、通常のテキスト
照合がシミュレートされます。また、接続詞、代名詞、および効果要素 (「ストップワード」とみ
なされるもの) は語彙素に変換されず、検索機能では無視されます。特定のフレーズを検索
する必要がある場合は、Contains 節を含む拡張検索クエリーを使用することをお勧めしま
す。たとえば、正規化された語彙素では、「an elephant's swimming trunks」というフレーズは
「eleph」、「swim」、および「trunk」の 3 つの語彙素として解釈されます。検索パラメータとテキ
スト形式のすべてのメタデータの両方が正規化されるため、類似する条件と一致する可能
性が大きくなります。たとえば、populous と populated は同じ語彙素に変換されるため、この
2 つはどちらの語句にも一致します。大規模なデータセットでは、全文検索の方が文字列照
合より大幅に高速であり、その結果、より高速で柔軟な検索エンジンです。メタデータに対す
る拡張検索クエリーでは、リテラルの照合が簡単にできます。

基本クエリーを作成するには、次の手順に従います。

1. 画面右上の「Search」フィールドに、検索するテキストを入力します (64 文字の制限があ
ります)。
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2. 検索アイコン (「Search」フィールドの右側にある虫めがね) をクリックするか Enter キー
を押して、検索を開始します。

3. メタデータのテキストフィールドに入力した検索テキスト (または入力した検索テキストの
語彙素) が含まれているオブジェクトについて検索が実行されます。

基本検索に基づくクエリーは、「Recent Queries」リストに追加され、「Queries」ナビゲーショ
ンツリー内のクエリー名の横に表示される検索アイコンで示されます。

2.1.3.1. 基本検索でのブール型のサポート

基本検索では、語句間の節を示す AND、OR、および NOT ブール型演算子の使用がサ
ポートされます。空白は、デフォルトの AND 演算子を表します。

AND 演算子は、一致するにはオブジェクトにすべての語句が存在する必要があることを指
定します。これがデフォルトの動作であるため、AND の使用はオプションです。

例:

• 検索フレーズ「virtual camera」は、「virtual AND camera」と同じです。

• 検索フレーズ「virtual NOT camera」は、「virtual AND NOT camera」と同じです。

OR 演算子は、一致するにはオブジェクトにいずれかの語句が存在する必要があることを
指定します。たとえば、検索フレーズ「virtual OR camera」は、単語「virtual」または単語
「camera」、あるいはその両方の単語が含まれるメタデータを検索します。

引用符を使用して複数の節をまとめることができます。たとえば、検索フレーズ「"Space the
final frontier" OR "Star Trek"」は、いずれかの語句の集まりと一致しますが、語彙
素を共有しません。

NOT 演算子は、NOT に続く語句がファイルのメタデータに存在しないことを指定します。た
とえば、検索フレーズ「NOT virtual」は、「virtual」という単語が含まれていないメタデータ
を検索します。

1 つの検索フレーズ内で複数のブール型検索語句を使用できます。

2.1.4. 拡張検索

外部メタデータとバイナリ添付データを除く特定のメタデータフィールドを検索できます。各
フィールドに対して AND または OR 論理演算子を使用することで、(すべてのメタデータ
フィールドに対する検索条件に加えて) 最大 5 個のメタデータフィールドを検索できます。
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拡張クエリーを作成するには、次の手順に従います。

1. 画面右上の「Advanced」をクリックします。選択できる拡張条件が表示されます。

「Advanced」画面の上部には、基本検索を実行するための検索語句を入力するフィール
ドを含む領域があります。画面の残りの部分は、拡張検索で使用されます。

2. すべてのメタデータフィールドを対象とするテキスト検索を指定するには、「Search」
フィールドに目的の検索テキストを入力します。

これが指定した唯一の条件である場合は、基本検索を実行するのと同じことになります。

3. 検索アイコンをクリックするか Enter キーを押して、クエリーを実行します。

特定のメタデータフィールドを対象とする拡張検索条件を定義するには、次の手順に従いま
す。

1. 「Search」ラベルのすぐ下に、クエリーで照合する語句を指定する「Match」ドロップダウ
ンリストがあります。個々の条件と一致させるには (論理 AND)、「ALL」を選択します。い
ずれか 1 つの条件と一致させるには (論理 OR)、「ANY」を選択します。

2. 「Match」ドロップダウンリストの右側に、複数の「Metadata Field」ドロップダウンリストが
あります。グループまたは組織で使用可能な任意のメタデータフィールドから選択できま
す。比較するメタデータフィールドの値 (最大 64 文字) を入力します。

3. 画面の中央に「Not」チェックボックスがあります。各クエリーリストの横にある「Not」
チェックボックスにチェックマークを付けると、クエリーが逆になり、指定した条件を満たし
ていないオブジェクトのみが表示されます。

4. 「Not」チェックボックスの右側に、「Operator」ドロップダウンリストがあります。
「Operator」ドロップダウンリストからブール演算子を選択します。

オプションには、「Less Than」、「Equals」、「Greater Than」などの項目が含まれます。列で
使用できる演算子は、選択したメタデータフィールドによって異なります。

5. 「Operator」リストの横に、「Search Criteria」領域があります。検索する語句をフィールド
に入力します。

6. 「Search Criteria」領域のすぐ下に、「QC Status」ドロップダウンリストがあります。検索
の QC レポートステータスを選択します。

7. 検索アイコンをクリックするか Enter キーを押して、クエリーを実行します。

拡張検索に基づくクエリーは、「Recent Queries」リストに追加され、「Queries」ナビゲーショ
ンツリー内のクエリー名の横に表示される検索アイコンで示されます。メインコンテンツ画面
の右上に、後ろに感嘆符が付いた「Advanced」リンクが表示されます。
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2.1.5. 構成可能な検索結果

検索結果の各ページに表示されるプロキシの数は構成可能であり、ほとんどの検索結果は
(ページ当たりの値に応じて) 複数のページではなく 1 つのページに表示できます。

デフォルト値は 0 (画面に合わせて結果を表示する)、指定できる最大値は 1,000 で
す。1,000 より大きい値を入力した場合は、値が自動的に 1,000 に戻ります。システム管理者
が、「Admin」、「System」、「Defaults」画面で検索結果の制限値を構成します。ページ当たり
の結果の数が少なすぎる場合や多すぎる場合は、管理者と相談して、結果の表示数を増減
してください。

2.1.6. クエリーフォルダの新規作成

保存したクエリーを整理するのに役立つクエリーフォルダを作成できます。新しいクエリー
フォルダを作成するには、次の手順に従います。

1. 「Queries」ナビゲーションツリーで、新しいフォルダを作成する「Private」ノードを右クリッ
クします。

2. 表示されたコンテキストメニューから「New Folder」メニュー項目を選択します。

3. 新しいフォルダの名前を入力します。ユーザーがフォルダー名からクエリーの目的を簡
単に識別できるように、わかりやすい名前を入力してください。

4. 完了すると、新しいクエリーフォルダが表示されます。

2.1.7. クエリーフォルダの削除

クエリーフォルダを削除するには、次の手順に従います。

1. ナビゲーションツリーリストで、削除するフォルダを右クリックします。

2. 表示されたコンテキストメニューの「Delete」をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで、「OK」をクリックして削除を続行します。操作を取り消して
フォルダを保持するには、「Cancel」をクリックします。

注記:

プライベートフォルダを削除すると、そのパブリックコピーも削除されます。

2.1.8. クエリーの新規作成

新しいクエリーを作成するには、次の手順に従います。

1. 「Queries」ナビゲーションツリーの「Private」ノードを右クリックします。
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2. 表示されたコンテキストメニューの「New Query」をクリックします。

3. 新しいクエリーの名前を入力し、Enter キーを押します。

2.1.9. クエリーのアクティブ化

いつでも簡単にアクセスできるように、アクティブなクエリーを特別に割り当てます。クエリー
をアクティブにするには、次の手順に従います。

1. 「Queries」ナビゲーションツリーの上部 (「Queries」タイトルバーの右側) にある「Active」
ボタンをクリックします。

2. 目的のクエリーを右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「Set Active」をクリッ
クします。

2.1.10. クエリーのプライベート化

直近のクエリーをプライベートにすることができます。「Recent Queries」フォルダにはクエリー
が直近の 10 個しか保持されないため、次の手順に従って、保持するクエリーを「Private」
フォルダに移動するようにしてください。

1. 画面左側のナビゲーションツリーの「Queries」セクションを開きます。

2. プラス記号をクリックして、「Admin」ナビゲーションツリーを展開します。

3. プラス記号をクリックして、「Recent Queries」ナビゲーションツリーを展開します。

4. 目的のクエリーを見つけて選択し、それを「Private」フォルダにドラッグ&ドロップします。

2.1.11. クエリーのパブリック化

パブリッククエリーを使用すると、システム内のほかのユーザーがクエリーを表示および実行
できます。パブリッククエリーには 2 つのタイプがあります。

• 組織単位

• グループ単位

クエリーグループ全体をパブリックにすることはできません。パブリックにすることができるの
は個々のクエリーだけです。

注記:

パブリックにすることができるのはプライベートクエリーだけです。
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次の手順によって、「Queries」領域の「Public」フォルダ内にクエリーへのリンクが作成されま
す。この結果、選択したクエリーがグループでパブリックになります。

1. 画面左側のナビゲーションツリーの「Queries」セクションを開きます。

2. プラス記号をクリックして、「Admin」ナビゲーションツリーを展開します。

3. プラス記号をクリックして、「Private」フォルダのナビゲーションツリーを展開します。

4. 目的のクエリーを「Private」フォルダから「Group」の下にある「Public」フォルダにドラッ
グ&ドロップします。

5. 「Public」フォルダにドロップすると、「Public」リストに新しいクエリーが表示されます。

6. (グループだけでなく) 組織内でクエリーをパブリックにするには、上記の手順に従いま
すが、「Group」の下にある「Public」フォルダにクエリーをドラッグ&ドロップする代わり
に、「Organization」の下にある「Public」フォルダにクエリーをドロップします。

注記:

パブリッククエリーを再度プライベートにすることができるのは、管理者権限を持つユーザーだけで
す。これは、「Admin」、「Public Resources」画面を使用して行います。

2.1.12. クエリーの実行

「Queries」ナビゲーションツリーでクエリーをクリックすることにより、保存されたクエリーをい
つでも実行できます。

作成して保存したクエリーに含まれるメタデータフィールドがあとで管理者によって非表示に
された場合は、次回クエリーが実行されたときに、メインコンテンツウィンドウの「Advanced」
リンク (画面右上) の横に感嘆符が表示されます。感嘆符の上にマウスポインタを置くと、非
表示のフィールドが検索で使用されていることを示すツールチップの警告が表示されます。

注記:

非表示のメタデータフィールドは検索の実行時に除外されます。

2.1.13. クエリーおよびクエリーフォルダの名前変更

クエリーまたはクエリーフォルダの名前を変更するには、次の手順に従います。

1. 画面左側のナビゲーションツリーの「Queries」セクションを開きます。

2. 名前を変更するクエリーまたはクエリーフォルダを右クリックします。

3. 表示されたコンテキストメニューから「Rename」を選択します。

4. 新しい名前を入力します。
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5. Enter キーを押してプロセスを完了します。

2.1.14. 保存済みクエリーの削除

保存されたプライベートクエリーを永続的に削除できます。クエリーをパブリックにすると、プ
ライベートフォルダ構造内のクエリーに類似するコピーが「Public」ナビゲーションツリーフォ
ルダの下に追加されます。パブリッククエリーをパブリックフォルダから直接削除することは
できませんが、パブリックフォルダ内にコピーが存在するクエリーをプライベートツリー構造か
ら削除すると、パブリックフォルダ内のそのクエリーのコピーも削除されます。

保存されたクエリーを削除するには、次の手順に従います。

1. 「Queries」ナビゲーションツリーリストから、削除するプライベートクエリーを選択します。

2. クエリーを右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「Delete」を選択します。

3. 確認のダイアログボックスで、「OK」をクリックして削除を続行します。操作を取り消して
クエリーを保持するには、「Cancel」をクリックします。

注記:

クエリーを削除しても、その構成要素だったオブジェクトは DIVAdirector から削除されません。

2.1.15. クエリー結果の表示

クエリー結果は、DIVAdirector のメインコンテンツ領域のリストビューまたはグリッド
ビューのいずれかに表示されます。目的の表示を選択するには、画面右下の「List/Grid」を
クリックしてビューを切り替えます。

グリッドビューには、検索結果がサムネイルのグリッドの形式で表示されます。リストビューに
は、検索結果がリストの形式で表示されます。どちらの場合も、検索結果で許可されている
列のみが表示されます。

グリッドビューとリストビューのどちらでも、サムネイルの上にマウスポインタを置くと、ボタン
として機能する一連の標準的なメディアプレーヤースタイルのミニアイコンが表示されます。
これらのボタンは次のように機能します。

Play the Proxy for this Asset
このアイコンは、メディアプレーヤーに表示される標準の再生アイコンです。ボタンをク
リックすると、選択したクリップがプレーヤーで再生されます。このオプションが使用可能
になり、再生できるクリップは、プロキシを持つクリップだけです。プロキシが関連付けられ
ていないクリップについては、このボタンがグレー表示されます。
Edit Metadata
このアイコンは、右上隅が折り畳まれたドキュメントの形をしており、「Asset Metadata」領
域にメタデータを表示します。
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Add this Asset to the Recent Work Bins
このアイコンは、プラス記号の形をしており、選択されたクリップを管理者の「Recent
Work Bins」フォルダ内の作業ビンに追加します。
Create a Shot List for this Asset
このアイコンは、互いを指す 2 つの矢印の形をしており、「Recent Shot Lists」フォルダ内
のショットリストに選択されたクリップを追加することによって、クリップのショットリストを
作成します。
DIVArchive Restore
このアイコンはカーブした矢印 (リフレッシュアイコンと同様) の形をしており、これを使用
して DIVArchive システムからビデオクリップの高解像度バージョンを復元できます。仮
想オブジェクトについては、このアイコンはアクセス不可 (グレー表示) になります。
DIVArchive Delete
このアイコンは、標準的な X (削除機能を表す) の形をしており、DIVArchive からファイ
ルを削除します。クリップのプロキシとメタデータは DIVAdirector からすぐには削除さ
れず、DIVAdirector と DIVArchive 間の次の同期サイクルで削除されます。仮想アセッ
トを削除すると、システムからプロキシが削除されます。
ツールチップ
クリップの上にマウスポインタを置くと、このダイアログボックスが開き、ツールチップが表
示されます。ツールチップの情報は、システム管理者が「Admin/Metadata」画面で構成
できます。

複数のクリップを選択すると、前述のアクションを複数のクリップに対して一度に実行できま
す。個々のクリップを現在の選択に追加するには、Ctrl キーを押しながら、追加する各クリッ
プ上でマウスの左ボタンをクリックします。クリップのグループを選択するには、Shift キーを
押しながら、グループの最初のクリップをクリックし、グループの最後のクリップをクリックしま
す。最初に選択したクリップと最後に選択したクリップの間にあるすべてのクリップが選択さ
れます。

1 つのサムネイルまたは選択した複数のサムネイルを右クリックすると、ミニアイコン (前述)
のすべての機能を提供するコンテキストメニューが表示されます。

Play in New Window
選択されたプロキシを新しいウィンドウで再生します。

警告:

このオプションは、特に多数のプロキシが個別のウィンドウで同時に再生されたときに、クライアント
マシンのメモリーとパフォーマンスに重大な影響を与える可能性があります。

Add to Work Bin
選択されたクリップを新しい作業ビンまたはアクティブな作業ビンに追加します。
Add to Shot List
選択されたクリップを新しいショットリストまたはアクティブなショットリストに追加します。
Export Metadata
メタデータを CSV または XML 形式のファイルとしてエクスポートできます。
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2.1.16. クエリーの内容の表示

クエリーの内容を表示するには、画面左側の「Queries」ナビゲーションツリーでクエリーの上
にマウスポインタを置き、ツールチップを表示します。または、クエリー自体をクリックして、クエ
リーを実行するために使用された個々の条件を表示することもできます。

• 虫めがねアイコンは、クエリーが基本クエリーであることを示します。

• 文字 A が付いた虫めがねアイコンは、クエリーが拡張クエリーであることを示します。

2.1.17. ビデオクリップのプロキシの再生

ビデオの再生は、DIVAdirector にプロキシが登録されている場合にのみ可能です。プレー
ヤー領域に表示されるクリップは、DIVArchive にアーカイブされているクリップの低解像度
バージョンです。表示されるクリップには DIVArchive 内のオブジェクトと同じコンテンツ、フ
レーム速度、継続時間、およびタイムコードが含まれており、解像度のみが異なります。

再生が機能するには、クライアント PC に次がインストールされている必要があります。

• Windows Media ファイルおよび MP4 ファイルの再生に対応する Microsoft Silverlight 5。

• QuickTime MOV ファイルに対応する Apple QuickTime Player。

注記:

Google Chrome では、NPAPI のサポートが終了したため、WMV および MOV クリップの再生はサポー
トされなくなりました。

プレーヤー領域の下部に次のコントロールが配置されています。

ミュート
ミュートボタンはプレーヤーの右下にあり、スピーカーのような形をしています。クリックす
ると音声がミュートされます。
ボリュームコントロール
ボリュームコントロールはプレーヤーの右下にあり、これを使用して再生中のプロキシの
ボリュームを調整できます。
巻き戻し
巻き戻しボタンは、プレーヤーの左下にある左向きの二重矢印です。クリックすると、ク
リップが逆方向に 4 倍速で再生されます。もう一度巻き戻しを押すと、再生速度が 8 倍
速に変更されます。
前のフレーム
前のフレームボタンは、プレーヤーの左下にある、右側に縦棒が付いた左向き矢印です。
このボタンをクリックすると、プロキシの直前のフレームにスキップします。これにより、プ
ロキシをフレーム単位で表示できます。
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停止
停止ボタンは、プレーヤーの左下にある四角形で、プロキシの再生を停止します。
一時停止
一時停止ボタンは、プレーヤーの左下にある二重の縦線で、現在の再生操作を一時停
止します。これは、再生と一時停止を切り替えるトグルボタンです。クリップが一時停止す
ると、このボタンに再生アイコンが表示されます。
再生
再生ボタンは、プレーヤーの左下にある右向きの一重矢印です。クリックすると、プロキシ
が再生されます。これは、再生と一時停止を切り替えるトグルボタンです。クリップの再生
中は、このボタンに一時停止アイコンが表示されます。
次のフレーム
次のフレームボタンは、プレーヤーの左下にある、左側に縦棒が付いた右向き矢印です。
このボタンをクリックすると、プロキシの次のフレームにスキップします。これにより、プロキ
シをフレーム単位で表示できます。
早送り
早送りボタンは、プレーヤーの左下にある右向きの二重矢印で、プロキシを早送りしま
す。クリップが 4 倍速で再生され、もう一度早送りを押すと、再生速度が 8 倍速に変更さ
れます。
「ループなし」再生モード
「ループなし」再生モードボタンは、右向き矢印が付いた縦線で、クリップをループせずに
最初から最後まで再生します。これは、「ループなし」、「マーカー間でループ」、および「す
べてのセグメントでループ」の間で切り替える 3 段トグルボタンです。
「マーカー間でループ」再生モード
「マーカー間でループ」再生モードボタンは、2 つの縦線の間に循環する矢印があり、指
定したマーカー間のクリップを再生して連続的にループします。
「すべてのセグメントでループ」再生モード
「すべてのセグメントでループ」再生モードボタンは、循環する矢印が上部の 2 つの縦線
(セグメントを表す) を貫通しており、選択した各セグメントがセグメントリストに表示され
る順番で連続的に再生されます。このボタンは、ショットリストエディタでのみ使用できま
す。

2.1.17.1. プロキシプレーヤーのコントロール表示

DIVAdirector に格納されているすべてのプロキシは、DIVAdirector Web サーバーによって
制御され、Windows Media (WMV)、Apple QuickTime (MOV)、または Generic H.264 (MP4)
ファイルを使用できます。

2.1.18. オブジェクトのメタデータの編集

システム管理者がこの機能へのアクセスを許可した場合は、クリップのメタデータとキー
フレームのサムネイルを編集できます。各フィールドの型は、システム管理者が「Admin」、
「Metadata」画面で割り当てます。各グループのロールは、「Admin」、「Groups」画面の
「Permissions (Metadata)」タブで設定します。
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2.2. ドロップフォルダ

ドロップフォルダは、それ以外の方法では現実的に手動で実行できない大量のデータイン
ポートやトランザクションを管理するために使用されます。初期の DIVAdirector Release 5.3
では、メタデータドロップフォルダのみがユーザーインタフェースを介して使用できます。ほか
のドロップフォルダでは、以前のソフトウェアリリースの使い勝手と構成が維持されます。ド
ロップフォルダは、グループ単位で共有され、グループに構成されている権限に基づいてメ
タデータまたはタスクを変更して実行する場合にのみ使用可能です。

注記:

プロキシドロップフォルダは DIVAdirector のこのリリースでも引き続き動作します。プロキシドロップフォ
ルダではなく、プロキシ生成用の新しいトランスコードサービスを使用することをお勧めします。

ドロップフォルダには、フォルダモニターとユーザーインタフェース (UI) の 2 つの主要コン
ポーネントがあります。フォルダモニターは、DIVAdirector Server に構成されたディレクトリ
を監視し、指定された拡張機能を使用してファイルを自動的に処理します。ユーザーインタ
フェースは、処理対象の 1 つまたは複数のファイルをローカルシステムからサーバーのドロッ
プフォルダにアップロードする手段を提供します。

注記:

新規作成されたドロップフォルダは、グループの各メンバーのユーザーインタフェースを介してすぐに使
用できますが、管理者はフォルダモニターが新しいフォルダのモニタリングをアクティブに開始する前
に、DIVAdirector のドロップフォルダと注釈サービスを再起動する必要があります。

2.2.1. ドロップフォルダのナビゲーション

「Dropfolders」ナビゲーションツリーには 2 つのノードが含まれています。1 つは構成用の
ノードであり、もう 1 つは使用可能な各ドロップフォルダが一覧表示されるノードです。ツリー
内の各ドロップフォルダは、それぞれのドロップフォルダのアップロードページにリンクしてい
ます。
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2.2.2. ドロップフォルダエクスプローラ

「Dropfolders」ナビゲーションツリーで目的のドロップフォルダをクリックすると、ドロップフォ
ルダエクスプローラが開きます。ドロップフォルダエクスプローラは、特定のドロップフォルダ
をアップロードし、その処理をモニタリングするための手段を提供します。処理された各ファイ
ルから、インポートの全体的なステータスを反映したログエントリが生成され、人間が読める
形式のダウンロード可能なログファイルが提供されます。このエクスプローラは、ドラッグ&ド
ロップ機能と、ファイルセレクタ (画面左側の中央寄りにある「Add Files」ボタンでアクセス)
を備えています。すべてのファイルを選択して、「Start Upload」(「Add Files」ボタンの横) を
クリックすると、各ファイルの処理が開始されます。

2.2.3. ドロップフォルダの構成

グループのユーザーはだれでも、「Drop Folder Configuration」画面でドロップフォルダを
ただちに作成したり、以前の構成をインポートしたり、既存の構成をエクスポートしたりできま
す。各ドロップフォルダでは特定のアクションが実行されますが、そのためには、そのアクショ
ンタイプに合わせた設定が必要になります。メタデータタイプ以外のすべてのドロップフォル
ダタイプの詳細な構成情報については、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してく
ださい。

2.2.4. メタデータドロップフォルダの構成

このセクションでは、メタデータドロップフォルダの構成について説明します。「Dropfolders」
ナビゲーションツリーで「Configuration」ノードをクリックすると、「Dropfolders
Configuration」画面が開きます。
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「Dropfolders Configuration」画面では、メタデータドロップフォルダの次のオプションが構成
されます。

• メニューオプション (画面右上)

Save
このメニュー項目をクリックすると、現在選択されている構成が保存されます。

Import
ファイルセレクタのプロンプトが表示され、ドロップフォルダ構成のインポートプロセス
が開始されます。従来の XML 形式によるドロップフォルダ構成と新しい構成の両方
がサポートされています。構成をインポートしたあとは、保存する前に「Watch Path」
オプションやその他の必要な構成値を指定する必要があります。現在のグループがア
クセスできないオプションはインポートされません。たとえば、自分のグループに編集
権限がないメタデータフィールドをインポートすることはできません。

Delete
このメニュー項目をクリックすると、現在選択されている構成が削除されます。システ
ム管理者は、アクティブな構成を削除したあとで、DIVAdirector のドロップフォルダと
注釈サービスを再起動する必要があります。

Export
このメニュー項目をクリックすると、現在のドロップフォルダ構成が XML 形式でエク
スポートおよびダウンロードされます。

• メタデータドロップフォルダの構成オプション
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◦ Folder Settings (これらのオプションはすべて必須です。)

Drop Folder Type
どの構成オプションが使用可能になるかは、ドロップフォルダのタイプによって決ま
ります。現在は、「METADATA」タイプのみが使用可能です。

Description
これは、ナビゲータに反映されるタイトルであり、ドロップフォルダがエクスポートさ
れるときのエクスポートファイルの名前です。

Watch Path
これは、ドロップフォルダモニターが処理対象の新しいファイルを探すときに使用す
るフルパスです。ドロップフォルダを構成して保存したあとは、監視パスを変更でき
ません。

Log File Path
これは、各ファイル処理の試行に関する個別のログファイルがある DIVAdirector
Server 上の場所のフルパスです。

Enabled
このチェックボックスにチェックマークを付けると、構成されたドロップフォルダが有
効になります。チェックボックスのチェックマークを外すと、構成が無効になります。

◦ File Process Settings

File Format Type
このフィールドの値は、ドロップフォルダで期待されるファイル形式を定義します。メ
タデータドロップフォルダでは、次の値が有効です。

CSV: この値を選択すると、スキーマの定義 (下記を参照) に必要な構成オプション
が表示されます。

XML: XML 形式のガイドライン (下記を参照) に準拠していれば、XML 形式のメ
タデータを取り込むことができます。

JSON: この形式は、現在実装されていません。

Save Backup File
このオプションのチェックボックスにチェックマークを付けると、処理中にエラーが検
出された場合に、取り込んだファイルのコピーが保存されます。バックアップファイ
ルが保存されるのは、ドロップフォルダモニターによって処理されるときだけです。ド
ロップフォルダエクスプローラのページからのアップロードは、サーバー上にバック
アップされません。
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Backup Path
これは、処理中にエラーが発生した場合にバックアップコピーが作成されるサー
バー上の場所のフルパスです。「Save Backup File」チェックボックスにチェック
マークが付いている (このオプションが有効である) 場合、このフィールドは必須で
す。

◦ Action Settings

Overwrite Old Data
このオプションは、指定されたフィールドのメタデータがオブジェクトにすでに定義
されている場合に、既存のメタデータを上書きします。

Delete On Null
このオプションは、処理されたファイルから空の値が解析された場合に、指定され
たメタデータをオブジェクトから削除します。

Virtualize
このオプションは、現在アーカイブ内に存在しないオブジェクトにメタデータが追加
された場合に、仮想オブジェクトを作成します。

◦ CSV File Format Settings

Delimiter
CSV ファイルのインポートでは、コンマ、セミコロン、タブの 3 つのいずれかを区切り
文字として使用できます。

Encapsulation
カプセル化文字を使用すると、メタデータ値の内部で区切り文字を使用できるよう
になります。現在サポートされているカプセル化文字は引用符だけです。インポート
されたメタデータの内部にカプセル化文字が存在する場合は、それをバックスラッ
シュでエスケープする必要があります。

Has Header Row
このチェックボックスにチェックマークが付いている場合は、CSV ファイルの先頭に
パーサーで無視する必要がある 1 行分のヘッダーがあることを示します。

◦ Field Mapping (CSV 専用)

フィールドマッピングは、CSV ファイルで定義された列の順序を特定します。定義さ
れたマッピングは、フィールドを目的の位置にドラッグして並べ替えることができます。
「Name」および「Category」フィールドは、すべての CSV インポートで必要になるため、
事前定義されています。新しいフィールドを追加するには、「+ Add new record」ボタン
をクリックします。これにより、「Field Mappings」ダイアログボックスが表示されます。
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「Metadata Type」リストには、ドロップフォルダにまだ追加されていないフィールドと、
グループがアクセスできるメタデータタイプのみが含まれています。日付または時間の
メタデータには「DateTime Mask」フィールドを定義できますが、マスクが指定されてい
ない場合は一般的な形式が使用されます。フィールドは、いつでも鉛筆アイコンを使用
して編集したり、X アイコンを使用して削除したりできます。

次の例は、必要な XML 形式を示しています。

<XML Import><Category object_category="some category"><Object object_name="some

 object name1"><metadata1>data</metadata1><metadata2 dt_mask="some date

 time mask">date</metadata2></Object><Object object_name="some object

 name2"><metadata1>data</metadata1><metadata2 dt_mask="some date time

 mask">date</metadata2></Object></Category>(More Categories Can Be Defined

 Here)</XML Import>

2.3. 作業ビン

作業ビンは、ユーザーがオブジェクトを 1 か所にまとめるために使用する作業領域です。画
面左側の「Work Bins」ナビゲーションツリーは、「Queries」ナビゲーションツリーと同様に構
成されています。このドキュメントの「「Queries」ナビゲーションツリー」セクションで説明され
ているすべての内容は、作業ビンにも適用されます。

2.3.1. 既存の作業ビンの表示

「Public」や「Recent Work Bins」領域などの特定の作業ビンで使用可能なクリップを表示
するには、次の手順に従います。

1. 「Work Bins」ナビゲーションツリーで、目的の作業ビン名をクリックして、そこに含まれて
いるクリップを表示します。

2. メインウィンドウがリフレッシュされ、選択した作業ビンに属するクリップが表示されます。
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2.3.2. 作業ビンフォルダの新規作成

複数の作業ビンをグループ化することで、作業領域を整理できます。フォルダをほかのフォ
ルダ内にネストして、階層構造を作成できます。新しい作業ビンフォルダを作成するには、次
の手順に従います。

1. 「Work Bins」ナビゲーションツリーの既存のフォルダ (新しいフォルダを作成する場所)
を右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「New Folder」を選択します。

注記:

「Work Bin」階層の「Public」フォルダ内にグループを作成することはできません。

2. 新しいフォルダの名前を入力し、Enter キーを押します。

3. 選択した元のフォルダの下に、新しい作業ビンフォルダが表示されます。

2.3.3. 作業ビンフォルダの削除

作業ビンフォルダを削除するには、次の手順に従います。

1. 「Work Bins」ナビゲーションツリーリストで削除するフォルダを右クリックし、表示された
コンテキストメニューから「Delete」を選択します。

2. 確認のダイアログボックスで、「OK」をクリックして削除を続行します。このアクションを取
り消してフォルダを保持するには、「Cancel」をクリックします。

注記:

プライベートフォルダを削除すると、そのパブリックコピーも削除されます。

2.3.4. 作業ビンの新規作成

新しい作業ビンを作成すると、より効率的にオブジェクトを整理および操作できます。新しい
作業ビンを作成するには、次の手順に従います。

1. 「Work Bins」ナビゲーションツリーリストの目的のフォルダ (新しい作業ビンを作成する
場所) を右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「New Work Bin」を選択しま
す。

2. 新しい作業ビンの名前を入力し、Enter キーを押します。

3. 新しい作業ビンが、「Work Bins」画面の選択した (作業ビンが作成された) グループの
下に表示されます。



作業ビン

30

2.3.5. 作業ビンのパブリック化

作業ビンをパブリックにすると、ほかのユーザーがそれらを表示できるようになります。パブ
リック作業ビンには 2 つの種類があります。

• 組織単位

• グループ単位

パブリックにすることができるのは、作業ビングループ全体ではなく、個々の作業ビンだけで
す。

注記:

パブリックにすることができるのはプライベート作業ビンだけです。

この操作によって、「Work Bins」画面の「Public Group」の下に作業ビンへのリンクが作成
されます。プライベート作業ビンをパブリックにするには、次の手順に従います。

1. 作業ビンを「Private」ナビゲーションツリーリストから該当するグループの下にある
「Public」フォルダにドラッグ&ドロップします。

2. 「Public」フォルダにドロップすると、「Public」リストに新しい作業ビンが表示されます。

3. 作業ビンを組織内でパブリックにするには、上記の手順に従います。異なるのは、作業ビ
ンを「Group」の下ではなく「Organization」の下にある「Public」フォルダにドラッグ&ド
ロップする点です。

注記:

パブリック作業ビンを再度プライベートにすることができるのは、システム管理者だけです。これは、
「Admin」、「Public Resources」画面を使用して行います。

2.3.6. 作業ビンの削除

作業ビンを永続的に削除できます。直接削除できるのはプライベート作業ビンだけです。作
業ビンをパブリックにすると、プライベートフォルダ構造内の作業ビンに類似するコピーが
「Public」ナビゲーションツリーフォルダの下に追加されます。パブリック作業ビンをパブリッ
クフォルダから直接削除することはできませんが、パブリックフォルダ内にコピーが存在する
作業ビンを「Private」ナビゲーションツリー構造から削除すると、パブリックフォルダ内のそ
の作業ビンのコピーも削除されます。作業ビンを永続的に削除するには、次の手順に従いま
す。

1. 「Work Bin」ナビゲーションツリーリストから削除するプライベート作業ビンを選択しま
す。
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2. 作業ビンを右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「Delete」を選択します。

3. 確認のダイアログボックスで、「OK」をクリックして削除を続行します。操作を取り消して
作業ビンを保持するには、「Cancel」をクリックします。

注記:

作業ビンを削除しても、その構成要素だったクリップは DIVAdirector から削除されません。

2.3.7. 作業ビン内のビデオクリップの操作

作業ビンの内容は、リストビューまたはグリッドビューのいずれかで表示できます。目的の
ビュー表示を選択するには、画面右下の「List/Grid」を使用してビューを切り替えます。リス
トビューでは、メインコンテンツ領域内に表示されるメタデータ列は常にクエリー結果と同じ
になり、「Admin」、「Groups」画面でグループごとに構成されます。

グリッドビューには、検索結果がサムネイルのグリッドの形式で表示されます。リストビューに
は、検索結果がリストの形式で表示されます。どちらの場合も、検索結果で許可されている
列のみが表示されます。

グリッドビューとリストビューのどちらでも、サムネイルの上にマウスポインタを置くと、ボタン
として機能する一連のミニアイコンが表示されます。これらのボタンは次のように機能しま
す。

Play the Proxy for this Asset
このアイコンは、標準的な再生ボタンアイコン (右向き矢印) で、選択されたオブジェク
トをプレーヤー画面で再生します。このオプションが使用可能になり、再生できるクリップ
は、プロキシを持つクリップだけです。プロキシが関連付けられていないクリップについて
は、このアイコンはグレー表示になります。
Edit Metadata
このアイコンは、右上隅が折り畳まれたドキュメントの形をしており、オブジェクトのメタ
データ領域にクリップのメタデータを表示します。このメタデータを編集できます。
Remove from Work Bin
このアイコンは、長方形の横棒の形をしており、選択されたクリップを現在の作業ビンか
ら削除します。この操作では、作業ビンからクリップが削除されるだけであり、クリップ自
体は削除されません。
Create a Shot List for this Asset
このアイコンは、互いを指す 2 つの矢印の形をしており、「Recent Shot Lists」フォルダ内
のショットリストに選択されたクリップを追加することによって、クリップのショットリストを
作成します。
DIVArchive Restore
このアイコンはカーブした矢印 (リフレッシュアイコンと同様) の形をしており、ユーザー
はこれを使用して DIVArchive システムからクリップの高解像度バージョンを復元できま
す。仮想アセットについては、このアイコンはアクセス不可 (グレー表示) になります。
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DIVArchive Delete
このアイコンは、標準的な X (削除機能を表す) の形をしており、DIVArchive からクリッ
プを削除します。クリップのプロキシとメタデータは DIVAdirector からすぐには削除され
ず、DIVAdirector と DIVArchive 間の次の同期サイクルで削除されます。仮想オブジェ
クトの場合は、DIVAdirector システムからプロキシが削除されます。
ツールチップ
ビデオクリップの上にマウスポインタを置くと、ツールチップが表示されます。ツールチッ
プの情報は、システム管理者が「Admin」、「Metadata」画面で構成できます。

複数のクリップを選択すると、前述のアクションを複数のクリップに対して一度に実行できま
す。個々のクリップを現在の選択に追加するには、Ctrl キーを押しながら、追加する各クリッ
プ上でマウスの左ボタンをクリックします。クリップのグループを選択するには、Shift キーを
押しながら、グループの最初のクリップをクリックし、グループの最後のクリップをクリックしま
す。最初に選択したクリップと最後に選択したクリップの間にあるすべてのクリップが選択さ
れます。

1 つのサムネイルまたは選択した複数のサムネイルを右クリックすると、ミニアイコン (前述)
のすべての機能を提供するコンテキストメニューが表示されます。

Play in New Window
選択したプロキシを新しいウィンドウで再生できます。

警告:

これは、特に多数のプロキシが個別のウィンドウで同時に再生されたときに、クライアントマシンのメ
モリーとパフォーマンスに重大な影響を与える可能性があります。

Add to Work Bin
選択したクリップを新しい作業ビンまたはアクティブな作業ビンに追加できます。
Add to Shot List
選択したクリップを新しいショットリストまたはアクティブなショットリストに追加できます。
Export Metadata
メタデータを CSV または XML 形式のファイルとしてエクスポートできます。

2.4. ショットリスト
ショットリストは、DIVArchive でビデオクリップを部分的に復元できるように、ビデオクリップ
のセグメントを管理および操作するために使用します。また、Avid や Apple Final Cut Pro で
使用可能なエクスポートされた EDL ファイルも提供します。

2.4.1. 「Shot List」ナビゲーションツリー

ショットリストは、「Shot Lists」ナビゲーションツリーに表示されます。「Shot Lists」ナビゲー
ションツリーは、次の階層構造で構成されています。
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• 組織

◦ 組織単位のパブリックショットリスト

◦ グループ

› グループ単位のパブリックショットリスト

› ユーザー

▫ プライベートショットリスト

▫ プロキシとセグメント

▫ 直近のショットリスト

▫ プロキシとセグメント

2.4.2. ショットリストエディタ

ショットリストエディタのレイアウトは、一般的なプロキシプレーヤーとほぼ同じです。表示領
域が画面の中央にあり、タイムコードのマークインとマークアウトを行うためのコントロールが
(プレーヤー画面とは別に) 追加されています。画面の右側には、編集中のクリップ用のセグ
メントリストコントロールとメタデータエディタの両方が組み込まれています。
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2.4.2.1. ショットリストの作成

ショットリストを作成するには、「Add to Shot List」リンクまたはコンテキストメニュー (クリップ
を右クリックした場合) のどちらかを使用して「Queries Results」または「Work Bin Results」
画面からクリップのコレクションを追加します。新しく作成されたショットリストを「Recent」リス
トから「Private」リストにドラッグできます。ショットリストを手動で作成するには、次の手順に
従います。

1. 「Shot List」ナビゲーションツリーで該当するフォルダを右クリックし、表示されるコンテキ
ストメニューから「New Shot List」をクリックします。

2. ショットリストの名前を入力し、Enter キーを押します。

3. 目的のビデオクリップを「Queries Results」または「Work Bin Results」のいずれかから
ショットリストにドラッグ&ドロップします (複数のクリップをドラッグ&ドロップできます)。

2.4.2.2. 既存のショットリストの削除

既存のショットリストを削除するには、次の手順に従います。

1. 「Shot List」ナビゲーションツリーで、削除するショットリストを選択します。

2. ショットリストを右クリックし、表示されたコンテキストメニューから「Delete」をクリックしま
す。

2.4.2.3. ショットリストへのビデオクリップセグメントの追加

ビデオクリップセグメントを作成し、それらをショットリストに追加できます。ショットリスト内の
各セグメントは、セグメントの最初と最後のフレームのサムネイルによって表されます。



ショットリスト

第2章 オブジェクト指向の機能 · 35

ビデオセグメントを作成するには、ショットリスト内のクリップの再生中に開始フレームと終了
フレームをマークし、それをセグメントリストに追加します。

セグメント化コントロールは、画面左下のプレーヤーボタンのすぐ下にあります。

ビデオクリップセグメントを作成するには、次の手順に従います。

1. セグメント化コントロールの左側にあるマークインアイコンをクリックして、セグメントの最
初のフレームをマークします。

2. マークインのタイムコードを手動で入力するか、ショット表示のすぐ下にあるタイムライン
上で左側のオレンジ色のマーカーを目的のセグメント開始時間までドラッグします。

3. セグメント化コントロールの右側にあるマークアウトアイコンをクリックして、セグメントの
最後のフレームをマークします。

4. マークアウトのタイムコードを手動で入力するか、ショット表示のすぐ下にあるタイムライ
ン上で右側の薄青色のマーカーを目的のセグメント終了時間までドラッグします。

5. 「Description」フィールドにセグメントの説明を入力してプラスアイコンをクリックし (また
は説明を追加したあとで Enter キーを押して)、指定したセグメントをセグメントリストに追
加します。

2.4.2.4. ショットリストのセグメントの削除

選択したショットリストからビデオクリップセグメントを削除するには、次の手順に従います。

1. 1 つのセグメントを削除するには、「Shot List」画面のショットリストコントロール領域内の
目的のセグメントの横にあるマイナスアイコンをクリックします。

2. 複数のセグメントを削除するには、画面左上の「Select All Segments」チェックボックスを
使用してすべてのセグメントを選択するか、リスト内の個々のチェックボックスにチェック
マークを付けます。

3. 画面右側のテーブルのすぐ上にある「Delete」をクリックします。選択したクリップセグメン
トがセグメントリストから削除されます。

2.4.2.5. ショットリストエントリの順序の変更

ショットリスト内に表示されるセグメントの順序によって、目視確認するセグメントの再生順序
が決まります。セグメントの順序を変更するには、セグメントを目的の位置にドラッグ&ドロッ
プします。ドラッグ中は、リストコントロール内での現在の位置が白色の点線で表示されま
す。
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2.4.2.6. ショットリストの再生

ショットリストに現在追加されているビデオセグメントを再生するには、次の手順に従います。

1. 「Shot List」画面で、画面左上の「Select All Segments」チェックボックスにチェックマー
クを付けるか、個々のチェックボックスにチェックマークを付けます。

2. 「Play」をクリックします。すべてのセグメントがショットリストの表示順に再生されます。

3. または、特定のセグメントのみを再生するには、そのセグメント行の 再生アイコン (サムネ
イルの左側) をクリックします。

セグメントの再生中にループバックアイコン (プレーヤーコントロール内) をクリックすると、セ
グメントの再生がループします。ビデオクリッププロキシの再生の詳細は、「ビデオクリップの
プロキシの再生」を参照してください。

2.4.2.7. ショットリストのパブリック化

ショットリストをパブリックにすると、システム内のほかのユーザーがそれらを表示できるよう
になります。パブリックショットリストには 2 種類あります。

• 組織単位

• グループ単位

注記:

パブリックにすることができるのはプライベートショットリストだけです。

ショットリストをパブリックにすると、「Shot List」画面の「Public Group」の下にそのショットリ
ストのリンクが作成されます。ショットリストをパブリックにするには、次の手順に従います。

1. 目的のショットリストを「Private」フォルダから該当するグループの下にある「Public」
フォルダにドラッグ&ドロップします。

2. 「Public」フォルダにドロップすると、「Public」リストに新しいショットリストが表示されま
す。

3. ショットリストを組織内でパブリックにするには、上記の手順に従います。異なるのは、
ショットリストを「Group」の下ではなく「Organization」の下にある「Public」フォルダにド
ラッグする点です。

注記:

パブリックショットリストを再度プライベートにすることができるのは、システム管理者だけです。これは、
「Admin」、「Public Resources」画面で行います。
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2.4.2.8. ショットリストのエクスポート

現在のショットリストをエクスポートするには、次の手順に従います。

1. 「Shot List」画面で、エクスポートするセグメントを選択して「Export」をクリックします。

2. 画面中央の「Export Options」領域で、エクスポートに含めないセグメントを確認し、その
選択を解除します。

3. 画面右側のリストから「Export Format」を選択し、「Export Format」のすぐ下にある
「Filename」フィールドにファイル名を入力し、画面右上の「Export」をクリックします。ブ
ラウザのデフォルトのファイルダウンロード手順を使用して、ブラウザのデフォルトのダウ
ンロード場所にファイルがダウンロードされます。

2 つの形式のいずれかで現在のショットリストをエクスポートできます。

Avid ALE
Avid 編集システムにインポートできるテキストファイルの形式。これにより、ユーザーは
Avid システムを使用してデジタルファイルを操作できるようになります。
Apple Final Cut Pro Interchange v4
Apple Final Cut Pro にインポートできる XML ドキュメントの形式。

警告:

XML ドキュメントを Final Cut Pro アプリケーションにインポートする場合は、特別な注意が必要で
す。インポートするシーケンスの速度をアプリケーションのシーケンス設定と一致させる必要があり
ます (デフォルトのフレーム速度に関してのみ)。そうしないと、生成される FCP シーケンスのタイム
ライン継続時間の計算が誤って表示されます。

注記:

DIVAdirector は、インストールに Oracle DIVAdirector エクスポート形式で記述された fcp-v4.0.dtd
ファイルが含まれているため、Apple Final Cut Pro アプリケーションと互換性があります。このファイ
ルはシステム管理者から入手できます。

2.5. メタデータの操作
メタデータは、ビデオクリップの属性を取得するために使用されます。このセクションでは、メ
タデータの概念と DIVAdirector ユーザーが使用できるオプションについて説明します。メタ
データフィールドの詳細な説明は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

2.5.1. メタデータについて

DIVAdirector は、2 種類のメタデータをサポートしています。
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システム
システムメタデータフィールドは、ベースラインとなる事前定義されたメタデータフィール
ドです。DIVAdirector では読み取り専用であり、DIVAdirector ユーザーは編集できませ
ん。システムメタデータは、DIVArchive からインポートされたフィールドと、DIVAdirector
Server からインポートされたフィールド (プロキシをプロキシドロップフォルダにドロップ
したあとで生成されたもの) で構成されます。プロキシのメタデータは、DIVAdirector
Server ではなく、トランスコードサービスから生成されます。
カスタム
カスタムメタデータフィールドは、追加のクリップ属性を記述するために使用する
DIVAdirector のカスタム定義フィールドです。これにより、組織の仕様と要件に合わせて
システムをさらにカスタマイズできます。システム管理者は、システムを使用する前にこれ
らのフィールドをシステムに合わせて適切に構成する必要があります。

2.5.1.1. システムメタデータフィールドについて

システムメタデータフィールドを変更することはできません。これらのフィールドには、次が含
まれます。

ID
DIVAdirector によって定義された、オブジェクトの一意識別子。
Name
カテゴリと組み合わせて一意識別子として使用されるシステム定義のオブジェクト名。
Category
システム定義のオブジェクトカテゴリ。これを名前と組み合わせて使用することで、オブ
ジェクトの一意識別子になります。
Date
オブジェクトが DIVArchive にアーカイブされた日付。
Comments
オブジェクトの作成時に追加されたコメントが格納されるコメントフィールド。
Source
オブジェクトの作成元であるソースファイル。
Active
オブジェクトが存在するかどうかを判定する現在のステータス。
Virtual
オブジェクトが仮想かどうかを定義するフラグ (「YES」または「NO」)。
SOM (P)
オブジェクトのプロキシの開始タイムコード。
Duration (P)
オブジェクトのプロキシの継続時間。
EOM (P)
オブジェクトのプロキシの終了タイムコード。
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2.5.1.2. メタデータのデータ型

DIVAdirector は、メタデータフィールドの定義に使用するさまざまなデータ型と、関連するプ
レゼンテーションコントロール (次のセクションを参照) をサポートします。

CHAR
任意の文字列。長さは 1 - 100000 文字に制限されます。CHAR データ型
は、EditBox、TextBox、または SelectBox コントロールを使用して表すことができます。
INTEGER
任意の整数値。INTEGER データ型は、EditBox、SelectBox、または CheckBox コント
ロールを使用して表すことができます。
FLOAT
小数を含む任意の数値。FLOAT データ型は、EditBox または SelectBox コントロールを
使用して表すことができます。
DATE
EditBox、SelectBox、または Calendar コントロールを使用して表すことができる DATE
データ型。
TIME
EditBox または SelectBox コントロールを使用して表すことができる TIME データ型。
BINARY
FileSelect コントロールを使用して表される、任意の内部形式を持つファイルの固定され
た表現。
SAMMA GRAPH
Oracle SAMMAsolo から生成されるメタデータのグラフィカル表示。このグラフは、オブ
ジェクト全体またはオブジェクトの一部分を表します。
SAMMA THUMBNAIL
SAMMA GRAPH によって表されるオブジェクトの一部分と一致するフレームのサムネ
イル表現。
QC REPORT
オブジェクトの品質管理 (QC) レポートデータの表現。オブジェクトの QC ステータスを
変更する QC アクションボタンを提供します。

2.5.1.3. メタデータタイプのプレゼンテーションコントロール

メタデータフィールドのデータ型の中には、さまざまなデータ表示方法があるものや、前のセ
クションで説明されているように、使用できるコントロールが制限されているものがあります。

DIVAdirector システム内で使用可能なプレゼンテーションコントロールは次のとおりです。

EditBox
値を編集できる単一行のテキスト入力コントロール。
TextBox
一般的な複数行テキストの編集コントロール。
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SelectBox
指定された一意の値のリストから値を選択できます。
CheckBox
該当するチェックボックスにチェックマークを付けることで、オプションを選択できます。
Calendar
簡単にカレンダを参照して適切な日付を選択できるカレンダコントロール。この形式を使
用するのは DATE データ型だけです。
FileSelect
「Upload」ボタンと既存のバイナリファイルへのリンクで構成される特殊な複合コント
ロール。この形式を使用するのは BINARY データ型だけです。
SAMMA グラフ
これを使用するのは、SAMMAsolo で生成されたデータのグラフ表現を表示する
SAMMA GRAPH データ型だけです。
SAMMA サムネイル
これを使用するのは、SAMMA グラフコントロールによって表されるデータの一部分と一
致するフレームのサムネイル表現を提供する SAMMA THUMBNAIL データ型だけで
す。
QC レポート
これを使用するのは、オブジェクトの QC レポートデータを表現する QC REPORT デー
タ型だけです。

2.5.2. メタデータの編集

オブジェクトのメタデータを編集するには、次の手順に従います。

1. 「Edit Metadata」アイコン (1 つの隅が折り畳まれたドキュメントの形をしたアイコン) をク
リックするか、クエリー、作業ビン、またはショットリストから選択したオブジェクトのコンテ
キストメニューでこの項目を選択します。

複数選択により、共通のメタデータフィールドをまとめて編集できます。メタデータの編
集で複数のオブジェクトを選択すると、「Save All」をクリックしたときに、選択した各オブ
ジェクトに適用されるフィールドの内容が変更されます。プロキシプレーヤーとショットリ
ストエディタには、同じメタデータ画面が表示されます。

注記:

アセットのイメージおよびバイナリメタデータは、複数選択を使用して更新できません。これらはア
セットごとに個別に追加する必要があります。

ユーザーが編集できるすべてのメタデータフィールドが、編集可能なコントロールのいず
れかを使用して表示されます。読み取り専用のフィールドは、編集不可能なコントロール
で表示され、変更できません。変更された項目は、変更されたことがわかるように強調表
示されます。
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2. 「Save」をクリックして、メタデータの変更を保存します。

フィールドタイプの例を次に示します。

バイナリデータ
ファイルの添付データ (ファイルサイズは 2G バイトまで)。アップロード後に、ファイルのリ
ンクをクリックすることによってファイルを取得できます。ファイルを削除することもできま
す。システム管理者によってファイルマスクが設定されます。
テキストフィールド
長さが制限された EditBox および TextBox コントロール。
日付フィールド
Calendar または EditBox コントロール。
リストフィールド
システム管理者によって事前に定義されたリスト選択ボックス。
時間フィールド
EditBox とシステム管理者によって設定された形式の時間選択リスト。

2.5.3. キーフレームメタデータ

キーフレームメタデータは、ドロップされたプロキシファイルから抽出された 1 つまたは複数
のフレームのリストです。キーフレームフィールドは、「Asset Metadata」画面内に横スクロー
ル機能を備えたフレームのリスト (リボン) として表示されます。管理者は、プロキシから等間
隔で抽出されるフレームの数を構成します。各フレームには、そのタイムコードとリスト内での
番号を示すツールチップが含まれています。

キーフレームフィールド内の先頭フレームがプロキシの先頭フレームであるとはかぎりませ
ん。管理者は、キーフレーム抽出の開始時にスキップする必要があるプロキシの先頭からの
フレーム数を構成します。デフォルトとして選択および保存されたキーフレームは、「Query
Results」および「Work Bin」画面にサムネイルとして表示されます。初期状態ではキーフ
レームフィールドの先頭フレームがデフォルトとして設定されますが、これは次の手順を使用
して変更できます。

1. 必要なキーフレームを 1 回クリックして強調表示します。
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2. 「Save」をクリックして新しい先頭フレームを保存します。

保存したあとは、クエリー結果、作業ビンの内容、またはショットリストの内容を表示するとき
に、新しいキーフレームがそのオブジェクトを表すサムネイルとして使用されます。

オブジェクトにプロキシが存在しない場合は、「Edit Metadata」画面内のサムネイルに会社
のロゴが表示されます。同じロゴが、クエリー結果や作業ビン内のデフォルトフレームとしても
表示されます。

プロキシプレーヤーまたはショットリストエディタでキーフレームフィールド内のフレームをダブ
ルクリックすると、プレーヤーがキーフレームの位置までジャンプし、そこで一時停止します。

2.5.4. イメージメタデータ

イメージメタデータは、オブジェクトに関連付けることができる 1 つまたは複数の静的イメー
ジファイルのリストです。「Upload」をクリックすると、新しいイメージがアップロードされます。
指定したイメージの上にマウスポインタを置いたときに使用可能になるアクションによって、
既存のイメージをダウンロードまたは削除できます。

「Query Results」および「Work Bin」画面にはデフォルトがサムネイルとして表示されるた
め、キーフレーム機能と同様にオブジェクトイメージを選択して保存できます。

1. 必要なキーフレームを 1 回クリックして強調表示します。

2. 「Save」をクリックして新しいイメージを保存します。

保存したあとは、クエリー結果、作業ビンの内容、またはショットリストの内容を表示するとき
に、新しいオブジェクトイメージがそのオブジェクトを表すサムネイルとして使用されます。

2.5.5. 品質管理 (QC) レポート

Venera Rapid、Venera Pulsar、Tektronix Cerify、または Interra Baton のレポートデータが一
般的な表示方法で表示されます。画面下部に配置されたアクションボタンを使用して、オブ
ジェクトの QC ステータスを変更したり、管理者によって構成された対応するバッチファイル
の実行をトリガーしたりします。

2.6. 注釈

注釈を使用すると、オーディオまたはビデオファイルのセグメントに特定時点のメタデータを
添付できます。
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2.6.1. 注釈の表示

注釈機能がインストールされている場合は、オブジェクトに関して 2 種類のメタデータを表
示できます。

メイン
オブジェクトの単一レコードのメタデータ (以前の DIVAdirector リリースと整合します)。
注釈
オブジェクトのタイムコード (またはロケータ) とメタデータが含まれています。オブジェク
トごとに複数の注釈レコードが存在する可能性があります。

「View/Edit Metadata」画面またはプレーヤー画面でメタデータビューが使用可能になり、2
つのメタデータタイプに対応する別個のタブが表示されます。「Annotations」タブには、ロ
ケータベースのメタデータレコードのグリッドが表示されます。レコードのコメントのテキスト全
体を表示できない場合は、行をダブルクリックして拡張できます。

個々の注釈レコードには、次のフィールドが含まれています。

In
HH:MM:SS:FF 形式のマークイン時間。
Out
HH:MM:SS:FF 形式のマークアウト時間。
Comments
特定のショットのメタデータ。これは、最大 2,000 文字のテキストフィールドです。

2.6.1.1. プレーヤー画面

プレーヤー画面でのみ使用できる 2 つのビュー機能があります。

• 注釈行をダブルクリックすると、プレーヤーはその注釈に関連付けられているビデオセグメ
ントに移動します。

• ビデオの再生中は、注釈行のマークイン時間を経過したときにその注釈行が強調表示さ
れます。注釈行を強調表示すると、マークアウト時間を経過したときに再生が停止します。

2.6.1.2. クエリー

DIVAdirector 内で実行されるクエリーは、注釈コメントを検索します。基本検索には、デフォ
ルトで注釈コメントが含まれます。ロケータのコメントがクエリー文字列と一致した場合、一致
したオブジェクトの「Annotations」タブに移動すると、一致した注釈レコードが強調表示され
ます。
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2.6.2. 注釈の管理

注釈の変更 (追加、編集、および削除) 機能は、「Group Administration」領域の
「Permissions」タブで制御されます。「Modify Annotations」オプションは、オプションの最初
の行の下部 (「General」列) にあります。チェックボックスにチェックマークを付けると、このオ
プションが有効になります。

2.6.3. 注釈の追加

注釈は、プレーヤー画面を使用して追加します。または、注釈を変更できるように構成された
グループのユーザーは、「View/Edit Metadata」画面で注釈を追加できます。プレーヤー画
面には、メタデータを追加するための機能がもっとも多く用意されています。

2.6.3.1. プレーヤー画面

プレーヤーには、ショットリストビューと同様のマークインおよびマークアウト機能があります。
新しいロケータメタデータを追加するには、マークインとマークアウトを指定して、画面右下の
右向き矢印をクリックします。これにより、「Annotation」タブで新しいレコードが開きます。新
しいレコードを挿入するには、必要なコメントを入力して、画面左下の「Insert」をクリックしま
す。

2.6.3.2. 「View/Edit Metadata」画面

「View/Edit Metadata」画面には、「View/Edit Metadata」アイコン (1 つの隅が折り畳まれ
たドキュメントの形をしたアイコン) またはオブジェクトのコンテキストメニューを介してアクセ
スします。注釈は、「Annotations」タブで使用できます。新しい注釈を追加するには、次の手
順に従います。

1. 「Add New Record」をクリックして新しいレコードを追加します。

2. マークインとマークアウトの時間を手動で入力する必要があります。

3. 「Save」をクリックして新しい注釈を保存します。

2.6.4. 注釈の編集または削除

既存の注釈を編集するには、編集アイコン (鉛筆アイコン) をクリックします。既存の注釈を削
除するには、削除アイコン (右側に赤い X が付いた鉛筆) をクリックします。

2.7. 仮想オブジェクト
仮想オブジェクトは、DIVAdirector システムにのみ存在し、DIVArchive システムには物理
的に存在しません。これらは、DIVArchive 内にまだ存在しないオブジェクトにメタデータと検
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索可能性を追加する手段を提供しますが、あとでオブジェクトが生成されたときに同期され
ます。したがって、仮想オブジェクトに DIVArchive 復元は適用されません。DIVAdirector で
は、各オブジェクトに次のような仮想フラグが設定されます。

YES
オブジェクトは仮想であり、DIVArchive 内に物理的には存在しません。
NO
オブジェクトは仮想ではなく、DIVArchive 内に物理的に存在します。

オブジェクトの仮想フラグを使用して、オブジェクトの検索を実行できます。視覚的な区別と
して、「Query Results」および「Work Bin」画面では仮想オブジェクトのサムネイルテキスト
がやや薄い色 (グレー表示) になります。仮想オブジェクトは、テキストがグレー表示である点
が仮想でないオブジェクトと異なります。

2.7.1. 仮想オブジェクトの作成

仮想オブジェクトを作成するには、DIVAdirector Server のプロキシドロップフォルダと
「Assets」、「Create Virtual Asset」メニューオプションを組み合わせて使用します。表示さ
れたページで必要となるオプションは、オブジェクト名、オブジェクトカテゴリ (事前定義リス
トから 1 つを選択)、およびコメントです。管理者は、「Admin」、「User」、「Groups」画面上の
「Virtual Asset Settings」タブでオブジェクトカテゴリの事前定義リストを定義します。

2.7.2. 仮想オブジェクトの操作

DIVAdirector 内の仮想オブジェクトは、DIVArchive 内の既存のオブジェクトと同様に、
プロキシと追加のメタデータを持つことができ、ショットリストに追加できます。仮想オブ
ジェクトは、物理オブジェクトと同様に DIVAdirector から削除できます。(仮想オブジェク
トは DIVArchive システム内に実際には存在しないため) 仮想オブジェクトの削除要求は
DIVArchive に送信されず、操作のステータスは「Status」画面に表示されません。

仮想オブジェクトに対して復元操作および Oracle 部分ファイル復元操作は実行できませ
ん。「Query Results」および「Work Bin」画面では、仮想オブジェクトに対して復元アイコン
(一般的なリフレッシュアイコンに似たアイコン) を使用できません。仮想オブジェクトのみを
選択した場合は、オブジェクトに対して DIVArchive 削除操作のみを実行できます。

2.8. プロキシのダウンロード

DIVAdirector では、プロキシビデオをローカルマシンにダウンロードできます。システム管理
者は、「Group」画面の「Permissions」タブの設定を使用して、この機能へのアクセスを制御
します。
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この機能を有効にすると、「Search Results」画面および「Work Bins」画面のコンテキストメ
ニューで「Download Clip」メニュー項目が使用可能になります。

作業ビンに含まれているクリップをダウンロードするには、個々のオブジェクトではなく、画面
左側の「Work Bin」フォルダを選択する必要があります。

目的のクリップを選択し、「Download Clip」メニュー項目をクリックすると、DIVAdirector は
ローカルマシンへのクリップのダウンロードを開始します。表示されたダウンロードダイアログ
ボックスで、「Save File」を選択し、「OK」をクリックします。ファイルは、ローカルマシン上のブ
ラウザのデフォルトダウンロードフォルダに保存されます。
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3 
第3章 Oracle DIVArchive 操作

選択したオブジェクトに対して、さまざまな DIVArchive 操作 (システム管理者が割り当て
ます) を実行できます。これらの操作は、コンテキストメニュー、表示されているオブジェクト
上のミニアイコン、または画面左側のナビゲーションツリーにある「Assets」メニューを使用
して実行できます。いくつかの DIVArchive 操作は、DIVAdirector Server のドロップフォル
ダを介して実行することもできます (ドロップフォルダの操作については、この章の後半で説
明します)。どの方法で DIVArchive 操作を開始しても、操作の結果は同じです。すべての
DIVArchive 操作コマンドは、DIVAdirector Server によって発行され、DIVArchive システム
に送信されます。DIVAdirector の「Admin」、「Operation Status」画面には DIVArchive 操
作のステータスが反映されます。2 つの操作開始方法には、次のように異なるユーザーロー
ルが必要です。

• DIVAdirector UI から DIVArchive 操作を開始するには、必要なアクセス権を持つユー
ザーグループに所属している必要があります。

• ドロップフォルダを介して DIVArchive 操作を開始するには、そのフォルダへのアクセスが
許可されている必要があります。この権限は、DIVAdirector 内では設定されず、指定され
たフォルダ (ローカルまたは共有) に適用される Windows システムアカウントの権限に基
づいています。

3.1. DIVArchive 操作設定の定義

システム管理者は、管理機能を使用して DIVArchive 操作の設定を構成します。詳細は、
『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してください。

3.2. アーカイブ操作

DIVArchive アーカイブ操作は、指定した宛先のテープグループまたはディスクアレイにコ
ンテンツをアーカイブするために使用します。DIVArchive アーカイブ操作のデフォルトパラ
メータは、システム管理者によって構成されます。詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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3.2.1. ローカルアーカイブ

ローカルアーカイブ機能により、オブジェクトを共有のストレージロケーションから
DIVAdirector Server 上の指定した場所 (仮想フォルダ) に転送できます。DIVArchive はそ
の場所をアーカイブソースとして識別します。通常のアーカイブ要求では、アーカイブソース
にアップロードされたファイルがアーカイブされます。ローカルアーカイブを実行するには、次
の手順に従います。

1. 画面左側のメニューツリーの「Assets」セクションに移動して、「Local Archive」をクリック
します。

2. 画面の中央に表示されているリンクを使用して、転送アプリケーションをダウンロードしま
す (すでにインストールされている場合は、アプリケーションを開きます)。

3. インストール後、転送アプリケーションを起動します。

4. DIVAdirector ユーザー名とパスワードを要求されたら入力し、「Login」をクリックして続
行します。

5. 「File Selection」ダイアログボックスが表示されるので、転送するファイルを選択して
Enter を押します。
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6. ファイルのアップロードが完了すると、その通知が表示され、DIVAdirector の「Local
Archive」画面の右下にある「Uploaded Files」セクションにファイルが表示されます。

7. オブジェクト名をフィールドに入力します。

8. リストからオブジェクトカテゴリを選択します。

9. 「Comments」フィールドにコメントを入力します。

10. 必要に応じて「Media」、「Storage Plan」、「Quality of Service」、および
「Priority Level」を選択します。

注記:

これらの設定は、使用できない場合があります。システム管理者が「Use Defaults」に設定した場
合は、デフォルトの設定が使用されます。DIVAdirector Server がバージョン 6.5.3 より前のバージョ
ンの DIVArchive API を使用している場合、「Storage Plan」は使用されません。

11. 「Execute」ボタンをクリックしてアーカイブ処理を実行します。

ローカルアーカイブ設定の構成の詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照して
ください。

3.2.2. ソースからのアーカイブ

DIVArchive ソースにあるオブジェクトは、DIVArchive Control GUI を使用するのと同様の
プロセスを使用してアーカイブされます。DIVArchive によって認識されるソースをそのソース
内のオブジェクトとともに選択して、アーカイブを実行できます。
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ソースからオブジェクトをアーカイブするには、次の手順に従います。

1. 「Object Name」フィールドにオブジェクト名を入力します。

2. リストからオブジェクトカテゴリを選択します。

注記:

使用可能なカテゴリは、システム管理者によって指定されます。

3. 「Comments」フィールドにコメントを入力します。

4. 「File Path Root」を選択します。これは、アーカイブされたファイルが存在する (ソー
ス上の) フォルダ名を識別するために使用されます。

5. 「Archive Source」を選択します (すべてのソースが表示されるとはかぎりません)。使
用可能なソースは、システム管理者が割り当てたグループ権限によって異なります。

6. 「Media」、「Storage Plan」、「Quality of Service」、および「Priority Level」を
選択します。

注記:

これらの設定は、使用できない場合があります。「DIVArchive Settings」タブでデフォルト設定が
「Use Defaults」に設定されている場合は、デフォルト設定が使用されます。

DIVAdirector Server がバージョン 6.5.3 より前のバージョンの DIVArchive API を使用している場
合、「Storage Plan」は使用されません。

7. 必要な DIVArchive オプションを「Options」フィールドに追加します。これ
は、DIVArchive Control GUI の「Options Parameter」と同じです。

8. アーカイブするファイル名のリストを「File List」に入力します。

9. 画面右上の「Execute」をクリックして、アーカイブ操作を開始します。

3.3. トランスコード操作
DIVAdirector Release 5.3 は、システムに新しいトランスコードサービスを導入します。この
サービスには、2 つの主要コンポーネントが含まれています。1 つ目のコンポーネントは、要求
の送信と表示、および現在構成されているトランスコーダ情報 (名前、バージョンなど) の表
示を行う RESTful API です。2 つ目のコンポーネントは、すべてのアクティブなトランスコード
要求の進行状況と状態を更新するために定期的に実行される時間ベースのバックグラウン
ドプロセスです。

トランスコーダサービスを使用するには、要求を送信するときにソースまたは宛先として
transcodeSvc を選択します。このサービスの詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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3.4. 復元操作
DIVArchive 復元操作は、コンテンツを再生放送サーバーまたは編集プラットフォームに
復元するために使用されます。DIVArchive 復元操作のデフォルトパラメータは、システ
ム管理者によって構成されます。詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照し
てください。この操作に不可欠な設定は、「Destination」と「File Path Root」です。
「Destination」は、DIVArchive の設定で指定されます。「File Path Root」はオプション
であり、ファイルが復元される (宛先内の) 特定のフォルダ名を指定することを目的としてい
ます。この設定は、「Restore」画面で指定します。

注記:

この DIVAdirector リリースでは、復元ドロップフォルダの部分ファイル復元操作は現在サポートされて
いません。

一般的な DIVArchive 復元操作を実行するには、次の手順に従います。

1. コンテキストメニューから「DIVArchive Restore」メニュー項目を選択するか、表示され
たオブジェクトの復元アイコン (リフレッシュアイコンに似たアイコン) をクリックします。各
サムネイルの横にあるチェックボックスを使用して複数を選択できます。

2. 画面の右側に「DIVArchive Restore」ダイアログボックスが表示されます。

3. 復元する各オブジェクトのチェックボックスにチェックマークを付けます。

4. 「Destination」を選択します (すべての宛先が表示されるとはかぎりません)。使用可
能な宛先は、システム管理者が割り当てたグループ権限によって異なります。

5. 必要な追加の復元アクション (「Publish」または「Publish Metadata Only」) を選択
します。

6. 「Quality of Service」および「Priority Level」を指定します。これらのオプション
が使用できるのは、グループに対して有効になっている場合だけです。これらのオプショ
ンを使用できない場合は、デフォルト設定が使用されます。

7. 画面右上の「Execute」をクリックして操作を開始します。

注記:

ローカル復元の場合は、「Restore」領域ではなく画面右側の「Local Restore」領域を使用して設定しま
す。

要求が DIVAdirector Server に送信され、DIVArchive システム内の選択したオブジェク
トのステータスがチェックされます。そしてオブジェクトがオンラインであるか、それとも外
部化 (データテープがデータテープロボットライブラリからイジェクト) されたかが示されま
す。DIVArchive システムによって一部のオブジェクトが外部化されたことが示された場
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合は、外部化されたオブジェクトのリストが表示されます。「Execute」をクリックすると、選
択したオブジェクトのうち外部化されてないものが復元され、外部化されたオブジェクト
については必要なテープバーコードのリストが表示されます。「Restore」画面には、Oracle
DIVApublish に公開する機能や、ローカル復元を実行する機能も用意されています。公開
するオプションを使用するには、復元されたオブジェクトとそれらのメタデータを受け取る
DIVApublish の場所を指す宛先を DIVArchive で構成する必要があります。構成したら、
「Metadata Publish Settings」タブ内でこの宛先を公開する場所として選択する必要があり
ます。「Publish Metadata Only」チェックボックスにチェックマークが付いている場合は、
オブジェクトが DIVApublish の場所に復元されず、メタデータのみが宛先に送信されます。
「Local Restore」オプションを使用すると、DIVAdirector Server マシン上に存在する宛先
に対して DIVArchive 復元操作を実行できます。DIVAdirector をホストしているサーバー上
の DIVAdirector Local Restore Destination という名前の IIS 仮想ディレクトリを指すように
DIVArchive システムを構成する必要があります。「Publish」および「Local Restore」設定の
構成については、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してください。

3.4.1. ファイル復元操作

DIVAdirector のファイル復元機能を使用すると、DIVArchive にアーカイブされている複雑
なマルチファイルオブジェクトの内部から個々のファイルを復元できます。

注記:

DIVAdirector では、現在、複雑なオブジェクトのすべてのコンポーネントファイルを表示することはできま
せん。また、DIVArchive API Release 6.5.3 を使用しているときに、複雑なオブジェクトの個々のコンポー
ネントファイルを復元すること (部分ファイル復元) もできません。

DIVArchive ファイル復元操作を実行するには、次の手順に従います。

1. 「Edit Metadata」画面で、「Files」タブを選択します。

2. ファイルのナビゲーションツリーを使用して、復元する目的のファイルを特定して選択し
ます。

3. 「Destination」を選択します (すべての宛先が表示されるとはかぎりません)。使用可
能な宛先は、システム管理者が割り当てたグループ権限によって異なります。

4. 「Quality of Service」および「Priority Level」を指定します。これらのオプション
が使用できるのは、グループに対して有効になっている場合だけです。これらのオプショ
ンを使用できない場合は、デフォルト設定が使用されます。

5. 画面右上の「File Restore」をクリックして操作を開始します。

「Partial Restore」画面には、ローカル部分復元を実行する機能も用意されています。
「Local Partial Restore」オプションを使用すると、DIVAdirector Server マシン上に存
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在する宛先に対して DIVArchive 部分復元を実行できます。DIVAdirector をホストしている
サーバー上の DIVAdirector Local Restore Destination という名前の IIS 仮想ディレクトリを
指すように DIVArchive システムを構成する必要があります。ローカル部分ファイル復元設
定の構成の詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してください。

3.4.2. Oracle 部分ファイル復元操作

DIVAdirector の部分ファイル復元機能は、DIVArchive のタイムコードベースの部分ファイ
ル復元機能を利用しています。高解像度のメディアファイルが「DIVArchive Operations」
ダイアログボックスで指定された DIVArchive の宛先に部分的に復元されます (指定した
「Shot List Timecode Range」エントリによってパラメータ化されます)。この操作は、オブ
ジェクトに含まれているすべてのファイルに対して実行されます。作成されるファイル名の構
文は、システム管理者が構成した「PFR Name Format」の設定によって制御されます。

注記:

DIVAdirector のこのリリースでは、復元ドロップフォルダの部分ファイル復元操作は現在サポートされて
いません。

DIVArchive 部分ファイル復元操作を実行するには、次の手順に従います。

1. ショットリストエディタで、セグメントのアイコンを選択するか、または複数のセグメン
トのチェックボックスにチェックマークを付け、「List」コントロールの上にある「Partial
Restore」をクリックします。

2. 画面の右側に「DIVArchive Partial File Restore」ダイアログボックスが表示されます。

3. 部分的に復元する各オブジェクトの横にあるチェックボックスにチェックマークを付けま
す。

4. 宛先を選択します (すべての宛先が表示されるとはかぎりません)。使用可能な宛先は、
システム管理者が割り当てたグループ権限によって異なります。

5. 「Quality of Service」および「Priority Level」を指定します。これらのオプション
が使用できるのは、グループに対して有効になっている場合だけです。これらのオプショ
ンを使用できない場合は、デフォルト設定が使用されます。

6. 「Execute」をクリックして操作を開始します。

要求が DIVAdirector Server に送信され、DIVArchive システム内の選択したオブジェク
トのステータスがチェックされます。そしてオブジェクトがオンラインであるか、それとも外
部化 (データテープがデータテープロボットライブラリからイジェクト) されたかが示されま
す。DIVArchive システムによって一部のオブジェクトが外部化されたことが示された場合
は、外部化されたオブジェクトのリストが表示されます。「Execute」をクリックすると、選択した
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オブジェクトのうち外部化されてないものが復元され、外部化されたオブジェクトについては
必要なテープバーコードのリストが表示されます。「Partial File Restore」画面には、ローカル
部分ファイル復元を実行する機能も用意されています。「Local Partial Restore」オプ
ションを使用すると、DIVAdirector Server マシン上に存在する宛先に対して DIVArchive 部
分ファイル復元を実行できます。DIVAdirector Server マシン上の仮想フォルダを指すように
DIVArchive システムを構成する必要があります。ローカル部分ファイル復元設定の構成の
詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してください。

3.5. 削除操作

DIVArchive 削除操作により、DIVArchive からオブジェクトが削除されます。DIVAdirector
と DIVArchive システムの間で同期が実行されると、DIVAdirector からもオブジェクトが削
除されます。仮想オブジェクトを削除すると、DIVArchive ではなく DIVAdirector からプロキ
シが削除されます。

警告:

DIVArchive には、異なるテープ上に格納されている可能性があるインスタンスが含まれています。この
操作では、オブジェクトのすべてのインスタンスが削除されます。特定のオブジェクトインスタンスを削除
するには、オブジェクトをまとめて削除するのではなく、パージドロップフォルダアクションを使用する必要
があります。パージドロップフォルダの使用方法や場所がわからない場合は、システム管理者に確認して
ください。

オブジェクトに対して DIVArchive 削除操作を実行するには、次の手順に従います。

1. コンテキストメニューから「DIVArchive Delete」を選択するか、表示されたオブジェクト
のサムネイルの削除アイコンをクリックします。削除するオブジェクトを選択するときは、
各サムネイルの横にあるチェックボックスを使用して複数を選択できます。

2. 画面の右側に「DIVArchive Delete」ダイアログボックスが表示されたら、「Priority」
フィールドに数値を入力するか、または上下の矢印を使用して、削除プロセスの「Priority
Level」を選択します。

3. 画面右上の「Execute」をクリックして、選択したオブジェクトを削除します。

3.6. ローカルプロキシ

「Local Proxies」画面を使用すると、クライアントマシン上のプロキシの処理でトランスコード
サービスのソース/宛先を使用できるようになります。「ローカルアーカイブ」と同様に、ファイ
ルを送信して処理する前に、DIVAdirector Server にファイルをアップロードする必要がありま
す。
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注記:

プロキシドロップフォルダではなく、プロキシ生成用の新しいトランスコードサービスを使用することをお
勧めします。

ファイルをアップロードするには、次の手順に従います。

1. 画面右上の「Browse」をクリックして、ファイルエクスプローラダイアログボックスを開きま
す。

2. ファイルエクスプローラを使用して、アップロードするファイルを選択します。

3. 「Upload」をクリックして、DIVAdirector Server マシン上の一時的なストレージロケーショ
ンへのアップロードを開始します。アップロードプロセス中は、「Uploaded Files」領域に
アップロードされたファイルのリストが表示されます。

4. 「Execute」をクリックして、アップロードされたファイルを処理します。

3.7. 要求操作ステータス
DIVAdirector システム内の各オブジェクトの現在の要求操作ステータスは、
「DIVAdirector Operation Status」画面を使用して表示できます。処理されている各要求の
レコードが新しい行に表示され、要求の現在の状態が「State」列に一覧表示されます。次の
リストは、処理中の要求が取り得る状態を示しています。

Pending
要求は保留中です。
Wait
要求は処理を待機しています。
Completed
要求の処理が完了しました。
Aborted
DIVArchive のエラーのため、要求は異常終了しました。
Cancelled by User Action
要求はユーザーによって手動で取り消されました。

完了したローカル復元操作およびローカル部分ファイル復元操作に対しては、「Download」
オプションを使用できます。「Download」リンクを使用すると、ローカルで復元されたファイル
およびローカルで部分的に復元されたファイルをダウンロードできます。このリンクは一定の
期間だけ使用可能になります。使用可能になる期間は、「Admin」、「System」、「Defaults」画
面の設定によって決まります。

メインコンテンツ領域の右側にあるさまざまなフィルタオプションを使用して、操作ステータス
の結果をフィルタ処理できます。フィルタを適用するには、画面の右側で必要な条件を選択
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し、「Apply Filter」または「Refresh」をクリックします。また、表示は 30 秒ごとに自動的にリフ
レッシュされます。リフレッシュのたびに、選択したフィルタ条件が考慮されます。

「Operation Status」画面の詳細は、『Oracle DIVAdirector 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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4 
第4章 よくある質問

この章にはよくある質問が記載されています。

プロキシドロップフォルダは存在し、引き続き使用可能ですか。
はい、このリリースでも引き続き存在し、使用できます。ただし、プロキシドロップフォルダ
ではなく、新しいトランスコードサービスを使用することをお勧めします。
元のプロキシワークフローは今も存在し、引き続き使用可能ですか。
はい、元のプロキシワークフローは今も存在し、このリリースで使用できます。
DIVAdirector 5.3 は、DIVArchive 6.5 および 7.1 (およびそれ以降) の API と引き続き
リンクされますか。
DIVAdirector 5.3 は、API リリース 6.5.3 または 7.1 以降のいずれかにリンクできます。た
だし、現在は API リリース 6.5.3 のみが使用されます。
DIVAdirector 5.3 では、DIVArchive 複合オブジェクトのすべてのコンポーネントファイ
ルを一覧表示できますか。
現在 DIVAdirector では、すべての複合オブジェクトコンポーネントファイルは一覧表示
できません。
DIVAdirector 5.3 では、DIVArchive 複合オブジェクトのコンポーネントファイルを復元
できますか。
現在このリリースでは、複合オブジェクトのサポートは実装されていません。
新しいトランスコードサービスの外部でプロキシを作成した場合でも、ローカルプロキシ
は同じように動作しますか。
DIVarchive および DIVAdirector 以外で作成されたプロキシは使用しないことを強くお
勧めします。ただし、ローカルプロキシ機能はこのリリースでも引き続き使用可能です。
ドロップフォルダで部分ファイル復元はサポートされますか。
現在、DIVArchive の操作ドロップフォルダでは部分ファイル復元操作はサポートされて
いません。
ProxyFileExtensions パラメータを参照したときは、どのファイルからプロキシが生成さ
れますか。
トランスコーダは、DIVAdirector からトランスコーダのソース/宛先に対して要求が行わ
れたときに、有効なファイル拡張子を持つファイルからプロキシを生成します。その場合
はユーザーが該当するファイルを選択するため、自動プロキシ生成は現在のところ変更
されていません。
新しいトランスコードサービスでは、正確にはどのトランスコーダがサポートされますか。
現在サポートされているのは、Vantage トランスコーダのみです。
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用語集
クエリーフォルダ クエリー結果を含むナビゲーションツリーのフォルダ。

コンテキストメニュー ある項目を右クリックしたときに表示されるメニュー。

ショットリスト 完全または部分的に復元できるクリップセグメントのリスト。

ソース/宛先 DIVArchive では、メディアの場所をソース、宛先、またはその両方として使
用できます。場所をどのように識別して使用するかは、実行する操作によっ
て決まります。たとえば、オブジェクト 1 をメディア A にアーカイブする場合
は、メディア A が宛先として識別されます。オブジェクト 1 をメディア A から
別の場所に復元する場合は、同じメディアがソースとして識別されます。

ツールチップ ある項目の上にマウスポインタを数秒間置いたときに、その項目に関する情
報を表示するポップアップダイアログボックス。

ブール型 エンティティー間の論理演算子 AND、OR、および NOT によって示される記
号の関係を表す論理的な組み合わせ体系。この方法は、検索や情報取得に
使用できます。

プロキシ プロキシビデオは、メタデータの一形式です。元の高解像度のマスターデ
ジタル記録を正確に反映した、高度に圧縮された超低解像度の (サウンド
付き) ビデオで構成されます。プロキシの AV データは、元のデータとタイム
コードが同期しており、サイズが大幅に縮小され、TCP/IP ネットワークでリア
ルタイムよりも高速に送信できるため、表示、スクリプティング、および編集で
すぐに使用できます。

仮想アセット 仮想アセットは、DIVAdirector システムにのみ存在し、DIVArchive システム
には物理的に存在しないオブジェクトです。

語彙素 ある言語の意味のある言語単位。1 つまたは複数の単語で構成され、抽象
的な単位とみなされ、形態または意味によって関連付けられた単語群に適
用されます。

作業ビン 作業ビンは、複数のオブジェクトを 1 か所にまとめて簡単に操作できるよう
にするための領域です。

子ノード クエリーフォルダ内に含まれているサブフォルダ。

EDL ファイル EDL ファイルは、フィルム編集やビデオ編集のポストプロダクションプロセス
で使用されます。このファイルには、各ビデオクリップの取得先を表すリール
およびタイムコードデータの順序付きリストが最終編集版と一致するように
格納されます。

Postgres 拡張性と標準への準拠に重点が置かれたオブジェクトリレーショナルデー
タベース管理システム (ORDBMS)。データベースサーバーとしての主な機
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能は、データのセキュアな格納、ベストプラクティスのサポート、およびほかの
ソフトウェアアプリケーションの要求による取得の許可です。小規模な単一
マシンアプリケーションでも、多数の同時ユーザーに対応する大規模なイン
ターネット接続アプリケーションでも作業負荷を処理できます。
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索引



62


	Oracle® DIVAdirector
	目次
	はじめに
	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメント
	表記規則

	第1章 概要
	1.1. システムの概要
	1.2. ユーザーインタフェースについて
	1.3. DIVAdirector Web インタフェースへの接続

	第2章 オブジェクト指向の機能
	2.1. クエリー
	2.1.1. 「Queries」ナビゲーションツリー
	2.1.2. クエリーのタイプ
	2.1.3. 基本検索
	2.1.3.1. 基本検索でのブール型のサポート

	2.1.4. 拡張検索
	2.1.5. 構成可能な検索結果
	2.1.6. クエリーフォルダの新規作成
	2.1.7. クエリーフォルダの削除
	2.1.8. クエリーの新規作成
	2.1.9. クエリーのアクティブ化
	2.1.10. クエリーのプライベート化
	2.1.11. クエリーのパブリック化
	2.1.12. クエリーの実行
	2.1.13. クエリーおよびクエリーフォルダの名前変更
	2.1.14. 保存済みクエリーの削除
	2.1.15. クエリー結果の表示
	2.1.16. クエリーの内容の表示
	2.1.17. ビデオクリップのプロキシの再生
	2.1.17.1. プロキシプレーヤーのコントロール表示

	2.1.18. オブジェクトのメタデータの編集

	2.2. ドロップフォルダ
	2.2.1. ドロップフォルダのナビゲーション
	2.2.2. ドロップフォルダエクスプローラ
	2.2.3. ドロップフォルダの構成
	2.2.4. メタデータドロップフォルダの構成

	2.3. 作業ビン
	2.3.1. 既存の作業ビンの表示
	2.3.2. 作業ビンフォルダの新規作成
	2.3.3. 作業ビンフォルダの削除
	2.3.4. 作業ビンの新規作成
	2.3.5. 作業ビンのパブリック化
	2.3.6. 作業ビンの削除
	2.3.7. 作業ビン内のビデオクリップの操作

	2.4. ショットリスト
	2.4.1. 「Shot List」ナビゲーションツリー
	2.4.2. ショットリストエディタ
	2.4.2.1. ショットリストの作成
	2.4.2.2. 既存のショットリストの削除
	2.4.2.3. ショットリストへのビデオクリップセグメントの追加
	2.4.2.4. ショットリストのセグメントの削除
	2.4.2.5. ショットリストエントリの順序の変更
	2.4.2.6. ショットリストの再生
	2.4.2.7. ショットリストのパブリック化
	2.4.2.8. ショットリストのエクスポート


	2.5. メタデータの操作
	2.5.1. メタデータについて
	2.5.1.1. システムメタデータフィールドについて
	2.5.1.2. メタデータのデータ型
	2.5.1.3. メタデータタイプのプレゼンテーションコントロール

	2.5.2. メタデータの編集
	2.5.3. キーフレームメタデータ
	2.5.4. イメージメタデータ
	2.5.5. 品質管理 (QC) レポート

	2.6. 注釈
	2.6.1. 注釈の表示
	2.6.1.1. プレーヤー画面
	2.6.1.2. クエリー

	2.6.2. 注釈の管理
	2.6.3. 注釈の追加
	2.6.3.1. プレーヤー画面
	2.6.3.2. 「View/Edit Metadata」画面

	2.6.4. 注釈の編集または削除

	2.7. 仮想オブジェクト
	2.7.1. 仮想オブジェクトの作成
	2.7.2. 仮想オブジェクトの操作

	2.8. プロキシのダウンロード

	第3章 Oracle DIVArchive 操作
	3.1. DIVArchive 操作設定の定義
	3.2. アーカイブ操作
	3.2.1. ローカルアーカイブ
	3.2.2. ソースからのアーカイブ

	3.3. トランスコード操作
	3.4. 復元操作
	3.4.1. ファイル復元操作
	3.4.2. Oracle 部分ファイル復元操作

	3.5. 削除操作
	3.6. ローカルプロキシ
	3.7. 要求操作ステータス

	第4章 よくある質問
	用語集
	索引

